
折々の記 No285：久々の紅葉狩り              （令和 3年 11月 2１日記） 

 

 長い自粛生活にも飽き、潤いを求めて飯能まで紅葉狩りと洒落こんだ。白雲山鳥居観音は、 

埼玉県の紅葉の名所の一つである。一山観音霊場である。高さ 33mの救世観音、納経塔、玄

奘三蔵法師の頂骨を分骨したという玄奘三蔵塔、大鐘楼等が見ものだが、時期をやや過ぎた

感はあるものの紅葉は矢張り素晴らしい。 

頂上近くまで車両登攀できるが、遊歩道をのんびり紅葉を楽しみながら登るのがベター

だ。ややきつかったが・下りは車道をとのことで、楽々下山。 

大観音の胎内には、万余の木彫りの観音菩薩が納められ、展望台からの眺望も楽しめる。 

行きは一般道、帰りは高速を利用した。高速走行、本当に何年ぶりだろう。 

 10月桜が駐車場脇の民家の庭にあり、満蒙開拓団の碑があった。 

   

 

 

  



 

  


